
数式の文言を訂正。

P. 1 -2236

＜訂正用＞

等価荷重

●シングルブロックの場合

Fe＝YHFH＋YVFV＋YpKpMa＋YyKyMb＋YrKrMc －1

●ダブルブロックの場合

Fe＝YHFH/2＋YVFV/2＋YpKpMa＋YyKyMb＋YrKrMc －2

Fe ：等価荷重
FH ：ブロックに作用する水平方向荷重
FV ：ブロックに作用する上下方向荷重
Ma ：ブロックに作用するピッチング方向モーメント 

Mb ：ブロックに作用するヨーイング方向モーメント
Mc ：ブロックに作用するローリング方向モーメント
Kp ：ピッチング方向モーメントに対する同等価係数
Ky ：ヨーイング方向モーメントに対する同等価係数
Kr ：ローリング方向モーメントに対する同等価係数
YH,YV,Yp,YY,YR：1.0または0.5

モーメント荷重を受けながら使用する場合には、表3のレール部モーメント
等価係数を乗じて荷重計算を行ってください。
等価荷重Feを求める式1及び2においてFH、FV、KpMa、KyMb、KrMc
のうち最大のものを1.0それ以外を0.5とする

平均荷重

LXアクチュエータは、加減速に伴いMa・Mbが変動しますので、3式より
平均荷重Fmを求めます。

        3  1
Fm＝        （Fe13・L1＋Fe23・L2＋Fe33・L3・・Fen3・Ln）
           LS

－3

Fm：変動する荷重の平均荷重（N） LS：全走行距離（km）

レール部寿命

LXアクチュエータのレール部の寿命は、4式より求めます。

      C   3

L＝La×              
     fw・Fm

－4

 L ：レール部寿命（Km） La ：走行距離（Km） fw：荷重係数
C：レール部の基本動定格荷重（N）

ストローク長さと毎分往復回数が一定の場合、寿命時間は5式によって
算出できます。

     L×106

Lh＝                        
  2・Ls・n1×60

－5

Lh：寿命時間（h） Ls：ストローク（mm） n1：毎分往復回数

ボールねじ部・支持部寿命

軸方向にかかる荷重から平均荷重を求めます。ボールねじ・支持部とも
に6式より計算します。平均荷重は、3式より求めます。

      Ca   3

Lr＝               ・L×106

    fw・Fm
－6

Lr ：ボールねじ部寿命（km） L ：ボールねじのリード（mm）
fw：荷重係数 Ca：ねじ部・支持部の基本動定格荷重（N）

（               ） 

（                ） 

Fe＝YHFH/2＋YVFV/2＋YpKpMa＋YyKyMb＋YrKrMc －2
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